
●日時　８月５日㊎　10時半

●場所　町民交流センター

●問い合わせ　町民課
　☎ 0178-56-2246

●募集人数　４人以内
●任期　委嘱の日から平成 25年

　３月 31日まで

●報酬　町条例に沿って報酬を支

　給します

●応募資格（全てに該当する人）
　①本町に住む 20歳以上の人

　②調査・審議する内容について

　　意見や提言を持っている人

　③特定の意見に偏らず、客観的、

　　公平的な審議ができる人

　④年３回程度、平日に開かれる

　　会議に出席できる人

●応募方法　指定の申込用紙で申

　し込んでください。申込書は総務

　課、町ホームページで入手可。

おいらせ
お知らせ版

広 報

▶広報おいらせ７月号の締め切りに間に合わ
なかったもの▶保存してほしいもの▶外部機
関から掲載依頼があったもの─などを掲載し
ています。印刷経費は 1部約５円です。

　　　　　　 　　問企画課　☎ 0178-56-4701

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

●申込締切　７月 22日㊎

●選考方法　申込書の内容で選考

　します。後日結果を応募者に通

　知します。

●問い合わせ　総務課
　☎ 0178-56-2166

●日時　７月 27日㊌　16時

●場所　役場本庁舎　201会議室

●変更する都市計画道路
　①３・４・12号沼舘百石線

　②３・４・16号市川間木線

●計画案の縦覧　８月９日㊋から

　22日㊊まで縦覧します。

●問い合わせ
　①青森県都市計画課

　　☎ 017-734-9681

　②地域整備課　☎ 0178-56-4702

●日時　毎週木曜、19時～ 20時

●場所　みなくる館

●募集人数　10人程度

●参加料　毎月 1,000円

●申込締切　７月 13日㊌

●問い合わせ　町国際交流協会
　事務局・谷地（みなくる館内）　

　☎ 0178-52-3900

　入場は無料です。

●日時　７月７日㊍　18時半

●場所　みなくる館

●講師　海上自衛隊第２航空群指
　令　海将補　眞木信政さん

●演題　新しい国際交流・日本の

　生
ガソ

命
リン

線を守る　「ソマリア沖海賊

　対処行動について」

●問い合わせ　町国際交流協会
　事務局・谷地（みなくる館内）　

　☎ 0178-52-3900

●内容　見学、ミニ演奏会など

●対象　４歳から中学生まで（小

　学校３年生以下は保護者同伴）

●日時　７月 28日㊍

　①午前の部　８時 45分集合

　②午後の部　12時 45分集合

●集合場所　三沢基地正門前
●定員　先着各 150人

●申込先　航空自衛隊三沢基地
　☎ 0176-53-4121　内線 3313

2011. ７月号

初心者クラスだから安心―
「英会話教室」を開催します

都市計画道路変更案に関する
説明会を開催します

行政改革懇談会の委員を
募集します

先人の霊なぐさめ平和願う―
「平和祈年祭」は８月５日

国際交流協会主催
「国際講演会」を開催します

1P roud JO apanirase &

がんばろう、おいらせ。
がんばろう、ニッポン。

みんな集まれ―
ちびっ子ヤング大会を開催

氣比神社例大祭
７月２日～３日



2 3P roud JO apanirase &

がんばろう、おいらせ。
たちあがれ、ニッポン。

●申し出方法　郵送か持参

●郵送の場合
　□受付期間　６月１日㊌～８月
　　８日㊊

　□郵送先　〒 980-8436　仙台

　　市青葉区本町三丁目３の１

　　東北財務局理財部金融監督第

　　三課

●持参の場合
　□受付期間　上記と同じ

　□場所　青森合同庁舎内　青森
　　財務事務所理財課

●問い合わせ　青森財務事務所理
　財課　☎ 017-722-1463

　国際交流員のマリアさんと、フ

ィリピンの文化を楽しく学びましょう。

料金は無料。誰でも参加できます。

気軽に参加してください。

●７月の実施日と場所
　① 19日㊋／中央公民館 講習室

　② 21日㊍／東公民館 会議室

　③ 26日㊋／北公民館 会議室

●時間　14時～ 15時半

●申込方法　申込用紙に必要事項

　を書いて、７月 14日㊍までに申

　し込んでください。用紙は各公民

　館、町企画課にあります。電話

　での受け付けも可。

●問い合わせ　企画課
　☎ 0178-56-4701

　「23年度県立百石高等学校同窓

会総会」「20～ 22年度卒業生同

期会」を開きます。気軽に申し込

んでください。

●日時　８月５日㊎　18時半

●場所　レストランカワヨ（おいら

　せ町向山　☎ 0178-56-3981）

●会費　１人 3,000円です。ただ

　し平成 21、22、23年３月卒業

　生は無料です。

●申込方法　７月 20日㊌までに

　はがき、ファクスで申し込んでく

　ださい。氏名、卒業年度、連絡

　先などを明記してください。

●問い合わせ　〒 039-2223

　おいらせ町苗平谷地 46

　青森県立百石高等学校

　☎ 0178-52-2088

　ファクス　0178-52-8315

　青森県、岩手県境の不法投棄現

場を見学します。参加は無料。バ

スで移動します。興味のある人は気

軽に申し込んでください。

●日程　９月４日㊐
●見学場所　田子町の県境不法投

　棄現場

●バスの移動スケジュール
　12時 15分／八戸駅西口

　13時／名川チェリーセンター前

　13時 35分／田子町役場前

　（現地見学）

　16時 5分／田子町役場前

　16時 40分／名川チェリーセンタ

　　ー前

　17時 20分／八戸駅西口

●募集人数　先着 40人（中学生

　以下は保護者同伴）

●申込締切　８月 19日㊎

●問い合わせ　青森県環境生活部
　県境再生対策室

　☎ 017-734-9261

　駐車場、水道も完備しています。

興味のある人は気軽に問い合わせ

てください。

●場所　木ノ下地区

●料金（町民）
　□区画１種（３㍍×２㍍）

　　34万円（年間管理料 4,700円）

　□区画２種（２㍍×２㍍）

　　23万円（年間管理料 3,100円）

※町外の人の場合、上記料金はそ

　れぞれ 40万円、27万円です。

●問い合わせ　環境保健課
　☎ 0178-56-4218

　町は家庭用生ごみ処理機を購入

した人に対し、助成金を交付してい

ます。金額は購入費の３分の２以

内で、上限は３万円です。ただし、

昨年度補助を受けた人は、補助対

象にはなりません。

　助成台数に限りがあります。興味

のある人は早めに環境保健課へ申

し込んでください。

●問い合わせ　環境保健課
　☎ 0178-56-4218

　町青少年育成町民会議は県と連携し、家族のぬくもり

を通じてきずなを深める「家庭の日」の普及に努めてい

ます。
■３つのチャレンジやってみよう
　①家族みんなで話し合いをしましょう。
　②家族みんなで楽しみ合いましょう。
　③家族みんなで協力し合いましょう。

■重点課題
　①インターネット上の違法・有害情報への適切な対応
　②有害環境への適切な対応
　③薬物乱用対策などの推進
　④不良行為・初発型非行（犯罪）の防止
　⑤再非行（再犯）の防止
　⑥いじめ・暴力行為などの問題行動への対応
　⑦青少年の福祉を害する犯罪被害の防止

　▶性的▶暴力的―な内容を露骨に表現するような図
書で、青少年の人格形成に悪影響を及ぼすようなものを

「有害図書」と呼んでいます。
　町青少年育成町民会議は、有害図書から青少年を守
るため、「３ない運動」を推進しています。

フィリピン文化を知ろう―
コミュニケーションサロン

気軽に申し込んでください
百石高校同窓会総会・同期会

青森・岩手県境不法投棄現場
見学会を開催します

町営霊園好評分譲中
気軽に問い合わせてください

生ごみ処理機購入者へ
最大３万円の助成金を交付

大
切
に
し
た
い
ね

家
族
の
つ
な
が
り
。

毎月第３日曜日は「家庭の日」

７月は
青少年の非行・被害防止強調月間

有害図書類から青少年を守る―「３ない運動」の推進

有害図書は

見 買 借ない わない りない

建物火災

林野火災

車両火災

その他

21年（3件・死者3人）

21 年（4件）

21年（2件・死者1人）

21 年（2件）

22 年（なし）

10 2 3 4 5 （件数）

23年（なし）

22年（4件）

22 年（なし）

22年（1件）

23年（5件・死者4人）

23 年（4件）

23 年（1件）

火災が多発しています―防火に努めましょう

平成 23年の
発生数は
１月から
５月末までの
ものです

　今年は５月末までに、すでに 10 件の火災が発生しています。
普段から気配りしていれば、火災はしっかり予防できるもので
す。家庭や職場などで、火災の予防をもう一度見直しましょう。

問八戸北消防署　☎ 0178-56-2525

■こんろなどを使っているときはその場から離れない。
■寝タバコは絶対しない。
■ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
■子どもに火遊びはさせない。
■放火をさせないため、家の周りに可燃物を置かない。
■（農業や祭事以外の）野焼きは絶対にしない。

㈱中三商品券の還付申し出を
受け付けます

とても気さくなマ
リアさん。もちろ
ん流暢な日本語を
話します。
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□人的被害／負傷者３人
□住家被害／全壊 26棟、半壊 52棟、
　一部損壊 52棟
□非住家被害／ 149棟
□農林水産業被害／農地冠水 43.3ha、
　ビニールハウス 38棟、　堤体表面
　亀裂（中谷地中堤）、漁船流失 19
　隻、漁船破損 16隻、倉庫全壊１棟、
　４トンユニック全壊２台、養豚施設
　全壊（看視舎、豚舎ほか９棟）、
　養豚死亡 1500頭など

□商工業被害／床上浸水 11社、床
　下浸水３社、建物被害 14社、事
　務機器などの被害７社、社用車な

　どの被害 30台、商品減量などの被
　害 12社、機械設備などの被害 11
　社、フェンス破損５社
□公共土木施設／木内々中央線の液
　状化、木内々・本町線歩道ブロッ

　クの沈下、一川目１号線での伐採
　木散乱、道路への土砂堆積、深沢
　公園、海浜公園、白鳥飛来地駐車
　場則面崩壊、海浜公園観光案内板
　の土台損壊など

□学校施設被害／木内々小学校の窓
　ガラス破損、百石小学校校舎と体
　育館屋根板金の破損
□消防防災施設被害／防災行政無線
　屋外拡声子局１局損壊
●被害総額　約 14億 6400万円（住
　家・非住家、農機具、自家用自動
　車の被害額を除く）
●一時入居住宅（雇用促進住宅）　
　への入居世帯／ 17世帯

　　被災者支援のため、多くの皆さ

　んから支援をいただきました。あり

　がとうございました。町は寄附目的
　を確認した上、「災害義援金」と「復
　興支援寄附金」の２つに分けて受
　け付けています。

　　町は災害復旧のため、国や県の

　制度に加えて町独自の政策を実施
　しています。復興を加速させるため、
　さらに取り組みを進めます。
●復興計画の策定
　　単なる被害からの復旧ではなく、
　震災で生じた現実を受け止めなが

　ら、よりよい町にするための「まちづ

　くり計画」として「震災復興計画」
　を策定します。これをもとに復興事
　業を進めます。
　　計画策定に町民の意見を反映す

　るよう▶アンケート▶地区懇談会▶
　パブリックコメント―など、あらゆ

　る機会を設けます。また▶大学教授
　▶議会議員▶地元町内会▶関係機
　関―などを委員とする復興計画
　策定委員会を設置します。短期計
　画は８月末まで、中・長期計画は

　今年度中に策定するよう作業を進め

　ます。

●町独自の復興支援策
□生活・経済復興支援助成金
　　災害で次の対象物が被災し、再
　取得や修繕を行う世帯などに対し　
　て、上限を定めた助成金を交付し

　ます。主な財源は、全国から寄せ

　られた復興支援寄付金です。
□受付日時　７月１日～ 26年３月
　31 日（土日祝日などを除く）
□受付場所　分庁サービス課
□支援の内容
　①住家が全半壊し、再取得また　
　　は修繕する世帯／新築・購入　
　　100万円、修繕 30万円
　②非住家が全半壊し、再取得また

　　は修繕する世帯（固定資産税名
　　寄帳兼課税台帳に記載されてい

　　るもの）／新築・購入 30万円、
　　修繕 10万円
　③自家用自動車が被災し、再取得
　　または修繕する人
　　（１）町民で自動車を再取得し

　　　た人／１台あたり５万円
　　（２）本町の企業などに勤務し、
　　　被災した町外の人で、自動車
　　　を再取得した人／１台あたり

　　　３万円
　④トラクターなど農機具や資材に被
　　害を受け、再取得または修繕す

　　る世帯（農業収入のある世帯）　
　　／ 30万円
　⑤漁船や漁具に被害を受け、再取
　　得または修繕する世帯（漁業収
　　入のある世帯）／ 30万円
●事業者などへの災害見舞金
　　次の①～③に該当する被害を受
　けた事業者などへ、災害見舞金 10
　万円を支給します。
　①本町に本店、支店、営業所のあ

　　る事業所
　②本町から固定資産税（建物）が

　　課税されている事業所
　③本町に事業実態のある個人事業
　　主
●洋光台団地定住促進助成制度
　　パークタウン洋光台の土地を購
　入し、家を新築する被災者に対し、
　坪６万円の助成金を交付します。

復興へ
前進

東日本大震災（以下「震災」）から３カ月余り
が過ぎました。被災者には心からお見舞い申
し上げます。６月 20 日現在で把握した被害状
況などをお知らせします。復興へ向け、町独
自の取り組みなどを積極的に進めていきます。

種類 件数 金額

災害義援金 645 1,930 万 5,468 円

復興支援
寄附金 32 3,059 万 9,492 円

被害状況 義援金・復興支援寄附金

復興に向けての取り組み

※６月 20日現在の金額です。


